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HRAF/文 化項 目分類 コー ドの概覧表示

黒 川 雅 人*・ 橋 原 秀 晴*

要 旨

　 　民族学の分野で用い られ るHRAF/文 化項 目分類 コー ドについて,そ の内容 をパー

　 ソナルコンピューター 上で 自由に概覧 できるシステ ムを作成 した。 このシステムでは,

　 HR.AF/文 化 項 目分類 コー ドの持つ ネ ッ トワー ク状 の構 造に着 目 し,そ れ をハイパー

　 テキス トの形 で実現 してい ることが特徴 といえる。

1　は じめに

　HRAF/文 化項 目分類 コー ド1)は,民 族学の分野で用いられ,通 文化的な観点から

文化の諸要素を分類するコー ド体系である。文化項 目分類 コー ド(以下OCMコ ー ド)

は,文 化やその背景となる情報を大分類コー ド及び小分類 コー ドを設けて階層的に分

類 してお り,関 連のある分類 コー ド間にはクロスリファレンス が付加されて,総 合的

にはネットワーク状の体系をなしている。また各 コー ドには,そ の分類に含まれる情

報の範囲を示す説明文が記載 されている。

　本稿では,上 記のコー ド体系内の情報をパーソナルコンピューター 上で簡単に概視

できるシステムを開発 したので,そ れを報告する。本システムでは,コ ー ド体系のネ

ットワーク上を自由に移動 して各コー ドの持つ内容を表示できる。また,マ ルチウィ

ンドウ機能を用いて同時に複数個の分類 コー ドの内容を表示することも可能である。

操作の方法は,マ ウスを用いて該当す る分類 コー ドを指示することによって容易に行

なえる。

2HRAF/文 化 項 目 分 類 コ ー ド と そ の 使 用 方 法

　 OCMコ ー ドは,10か ら88ま で の2桁 の値 を 持 つ79個 の 大 分 類 コ ー ド,及 び そ れ ら

の 下 に1か ら9の1桁 を 付 加 した3桁 の値 を 持 つ637個 の小 分 類 コ ー ドを持 つ 。 各

コー ドの構 成 は,項 目番 号,タ イ トル,説 明文,参 照 項 目の4種 類 の情 報 よ りな り,

*日 本 アイ ・ピー ・エム(株)東 京基礎研究所

1)本 書資料 編B「HRAF/文 化項 目分類(OCMコ ー ド)」,及 び本書 「標本資料検索 コー ドと

　 してのHRAFコ ー ドの利用について」参照。
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大 分類 の下 に小 分 類 とい う階層 的 な構 造,及 び 関連 のあ る コ ー ド間 を結 ぶ ク ロス リフ

ァ レンス とい う リ ンク構 造 を 有 した ネ ッ トワー ク型 の構 造 を 持 って い る。

　 OCMコ ー ドは,い わ ば 「OCMマ ニ ュア ル」 と も呼 ぶべ き,　r文 化 項 目分 類 』 とい

う一 冊 の文 献 に な っ て お り 【マ ー ドック 他 　 1988】,研 究者 は そ れ を 引 い て 自分 の欲

しい コ ー ド番 号を 得 る。 研 究 者 が 必要 とす る文 化 の情 報 を この 「マ ニ ュアル 」 を 利 用

して手 に い れ る際 の手 順 の 例 を 以下 に示 す 【福 川　 1986】。

1.研 究したいと思 う文化の情報について,OCMマ ニュアルの索引でそれにあて

　 はまる項 目番号を探し出す。

2.該 当項目及びその隣接項 目と関連項 目の本文の内容を確認 し,自 分の要求に適

　 合 した項 目番号を選択する。

3.得 られた項 目番号をもとにHRAFフ ァイルの内容を読む。

　以上の ように使われ る文化項 目分類コー ドについて,こ こでは主に2.の 操作を支

援するためにOCMマ ニュアルをパーソナルコンピューター 上に実現 し,種 々の概視

機能を持 ったシステムを提案する。

30CMマ ニ ュアル の電 子 化

3.1概 念 と機 能

　OCMコ ードの利用方法は,2節 で示 したように簡単な作業であるが,実 際に主題

に最も適合 した分類項 目コー ドを探 し出すのはそ う容易ではないことが予想 される。

なぜなら,文 化を表現する要素は一元的に決定 しうるものではなく,研 究者の意図す

るものを表現するためには複数の多元的な情報が集'まりあっては じめて表現できるも

のと考えられるからである。そのためには,単 に索引を用いて項 目番号を決定す るよ

うな操作以上に,前 節の手順2.に 示 した本文の内容の確認及びその結果としての項

目番号の選択の操作のところに重点がおかれ,情 報の取捨選択,分 解と統合等の判断

を試行錯誤的なプロセスを通 して行なうことになる。このような試行錯誤的なプロセ

スを支援するために必要な機能として以下の3点 を満足するようなシステムを考え

る。

1.迅 速かつランダムなデータアクセス機能

　 必要 とする情報(こ こでは分類項 目の内容)が,必 要なときに利用者の思考を
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　　 中断させることな く迅速かつ容易に表示されること。

　2.複 数の情報の同時表示

　　 複数の情報を同時に見てその比較,検 討が可能なこと。

　3.個 人情報の付加

　　 研究者の持つ個人的な情報を表示内容やリンク に反映させること。

3.2実 現 方 式

　 3.1節 に 挙 げ た基 本 機 能 を持 ったOCMマ ニ ュア ル の電 子 化 シス テ ムを,パ ー ソナ

ル シス テ ムIBM5550(日 本 語DOS)上 に 作 成 した 。 本 シス テ ムで は,ハ イパ ー テ キ

ス トの概 念 【CONCLIN　 1987】 を応 用 し,マ ル チ ウ ィ ン ドウ環 境 の も とで ユ ーザ ーの欲

す る項 目の 内 容 を 瞬 時 に取 り出 して表 示 す る こ とが で きる。 こ こで ハ イパ ーテ キ ス ト

とは,テ キ ス ト型 の 情報 を よ り小 単位 の独 立 した パ ケ ッ ト(ノ ー ド)の 集 合 と して扱

い,各 パ ケ ッ ト間 の 関連 をリンク で繋 げ る こ とに よ って表 現 す る ネ ッ トワー ク状 の体

系 を持 った シス テ ムを い う。

　 ハ イ パ ーテ キ ス トの利 点 は,紙 とい う メデ ィアの 本質 的 な拘束 で あ る情 報 の 順 次性

を排 し,必 要 と思 わ れ る情 報 に 直 接 ア クセ スが 可 能 な 点 に あ る。

　 本 シス テ ム で は,OCMコ ー ドの 各分 類 項 目を ノ ー ドと して 考 え る。 ま たOCM

コ ー ドの体 系 が 持 つ 階層 構 造 や,ク ロスリファレンス に よる参 照 関 係 を ノ ー ド間 を 結

ぶリンク と して扱 う。

　 具 体 的 に は,各 分 類 項 目の 内容 を 「OCMカ ー ド」と呼 ぶ カー ドの形 式 で表 現 す る。

また リン クを表 現 す る情報 と しては,項 目番 号 を用 いて い る。 以下 で は,表 示 方 式 と

個 人 化 とい う2つ の観 点 か ら本 シ ス テ ムの実 際 の機 能 を 紹 介す る。

3.2.1表 示方式

　カー ドの種類は,表 わす内容の階層性を考慮 して以下に示す3種 類を用意した。

1.目 次カー ド

　 階層構造のルー トノードであ り,79個 の大分類 コー ドとそのタイ トルを列記 し

　 たものである(写 真1)。

2.大 分類カー ド

　 79個の大分類項目に対 し,そ の内容及び下にある小分類 コー ドを列記したもの

　 である(写 真2)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225
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写真1　 目次カー ド

写真2大 分類 カー ド
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3.小 分類カー ド

　 637個 の小分類項 目に対 し,そ の内容及び参照項 目を列記 したものである(写 真

　 3)。

　実際のシステムでは,「OCMカ ー ド」は1つ の独立 したウィンドウの形で表示 さ

れる。ユーザーは,各 「OCMカ ー ド」に示されている説明文の内容を読み,関 連す

る項 目,も しくは構造的に上位(下 位)の 項 目の内容を表示 したい場合,ウィンドウ

上の該当す る項 目番号の部分をマウスで指示する。すると指示 された項 目番号の

「OCMカ ー ド」の情報が,画 面上に新 しくウィンドウ の形式で表示 される。現在の

システムでは,最 大16枚 までの同時表示が可能であ り,各 ウィン ドウの移動,ス ク

ロール,サ イズ設定等は自由にできるように してある。なお,こ こで用いられた ウィ

ソドウシステムは本書 「民族学研究用画像検索システムの視覚化ユーザーイソターフ

ェース」のウィンドウシステムを基盤にしている。

3.2.2個 人 化

　本システムでは,OCMで 規定された汎用的な リンクの体系の他に,ユ ーザーによ

る独自の情報を付加できる機能を提供 している。これは,利 用する研究者の持つ情報

を表示内容や リンクに反映させることによって,よ り使いやすいツールとなると考え

たからである。OCMカ ー ドの内容は,ス クリーン上でテキス ト編集が可能であ り,

メモを取る感覚でカードに書き込みをいれることができる。また,表 示内容の変更に

加えて,リ ンク情報の付加 も可能である。 これは,項 目番号をカー ド上に記載するだ

けでよい。以後その項 目番号上をマウスで指示することによって,該 当する分類項 目

のカー ドを呼び出すことができる。

4　 おわ りに

本稿では,民 族学で用いられるOCMコ ー ド体系の表示 システムについて述べた。

このシステムは,研 究時のOCMコ ー ド利用の支援及びOCMコ ー ドの学習を支援す

ることを意図して作られたものである。本システムの特徴は,ネ ットワーク状のコー

ド体系をハイパーテキス トの形で実現 し,OCMコ ー ドという情報の体系の中を簡単

なマウス操作だけで自由に航行できる点にあるといえる。

　また,汎 用的なコー ド体系の表示のみではなく,使 用する各個人の情報を加える機
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能を提供することによって,利 用者にとって融通性の高いツールとなっている。

　本システムでは,表 示機能のみを実現 したが,今 後の展開としては,

1.検 索 機 能 の 強化(OCMの 索 引機 能 の付 加),

2.HRAFフ ァイ ル との連 動,

等,よ り高 度 なOCMコ ー ドの 活 用方 法 が考 え られ る。

文 献

CONCLrN',　 J.

　 　 1987　 Hypertext:An　 lntroduction　 and　Survey.　IEEE　 Comp"ter　 19:17-31.

福 川 圭 子

　 　 1986rHRAFそ の1一 分 類 シ ス テ ム と フ ァイ ル の 仕 方」 『月 刊 み ん ば く』 国 立 民 族 学 博

　 　 　 　 　物 館10(11):18-19。

マ ー ド ック,G.P.・C.S.フ ォ ー ド ・A.E.ハ ドソ ソ ・R.ケ ネ デ ィ ・L.W.シ モ ンズ ・J。W.M.ホ

ワイ テ ィソ グ

　 　 1988『 文 化項 目分 類 』 国 立 民 族 学博 物 館(訳),国 立民 族 学 博 物 館 。

228


